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　　　　　　　　　　　　　　　〔表7〕
以上，集めた2次カードによる用例数は，『坊っちゃん』の「へ」がのべ373
　　　　　　　　　　　　　　－70一
例，　「に」が192例，『雁露の「へJが189例，　「に」が326例ということであ
った。また両作最中で，　「へ」「に」を使う動詞という点では表8のようにな
る（数字は異な：り語数：）。
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〔表8〕
「へ」專粥
fへ」多用
「へ」と「に」潟数
「に」多用
「に」專粥
16
1e
6
34
?…
計 112
　この表を見ても，『坊っちゃん』が「へ」，『雁』が「に」を多く使う傾向と
いうのははつぎりわかる。
4．　おわりに
　以上，漱石と驕外の，2つの作晶ではあるが違いがはっきりした。しかし，
前にも述べたように，これはほんの試験的研究である。この研究ではっきりし
たことは，たった2作品であっても手作業で行うとぼう大な手閥がかかったと
いうことである。述べ語数計2203枚のカードも大変であるが（この調査では用
例集めは電子計算機に入力されているデータを用いたので労力は大幅に省略で
きた），2つの作品で4つの山ができるということは，作品数をふやせば山の
数は作晶数の2倍になるということである。
　将来，作晶数をふやして，漱石・驕外の用法，また弛のいろいろな作者の作
贔（『近代文章における「に」と「へ」の地域差』参照）についても明らかに
したいと思っている。また，音韻的な二上（音韻的に「へ（e）」の出やすい環
境，「に（ni）」の出やすい環境ははっきりできそうである）や，上に来る名詞
の性格，動詞の意味的な面など，さまざまな点からも分析をしたいとも考えて
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いる。
　これらの問題を扱うには，電子計算機を用いて分析をしなければ不可能だと
思われる。今回の分析方法・結果をもとにして，システムの開発をはかりたい
と考えている。
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